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事例を学び、

手法を考える安来らしい

再エネ地産地消セミナー

【主催】島根県 環境生活部 環境政策課 【共催】安来市 【運営】株式会社エブリプラン

この事業は「エネルギー構造高度化・転換理解促進事業補助金」を活用しています。

日 時 会 場

安来市では、2023年3月に「安来市再生可能エネルギー地産地消ビジョン」を

策定しました。市全体では、年間170億円ものエネルギー料金を安来市の外に支払っています！

これを市内循環させるための方法の一つとして、バイオ炭や水力発電の導入経緯や活用方法、地域へのメ

リットなどを学びましょう！

2024年 1月 日 (土)13
9：15 受付開始

 9：30 開会

• 「安来市再生可能エネルギー地産地消ビジョン」について

• R5年度調査概要について

• 講演①「バイオ炭の燃料利用の取組事例」

• 講演②「地域小水力発電－地域で小水力に取り組むステップ－ 」

11：50 終了

参加費

無料

定 員

30名

安来市総合文化ホール

アルテピア 会議室
安来市飯島町30

安来市
再生可能
エネルギー
地産地消
ビジョン
(5.3MB)

化石燃料に依存
しない仕組み

その土地に流れる
水を有効活用



“ 市内の再エネ発電量を増やします。方向 1

再エネの熱利用分野や燃料分野の普及

に向けて、地域課題解決型の安来らしいビジネ

スモデルを創出します。

方向２

竹を不完全燃焼させると炭（＝バイオ炭）に

なり、暖房用などの燃料に使うことができま

す。化石燃料からの転換を目指すとともに、

産業振興につながるモデルを検討します。

地域課題の放置竹林からバイオ炭燃料製造

• これからの時代は、地域密着型の発電モデ

ルが期待されます。再エネをビジネスとし

て地域に普及させることで、エネルギー、

資金、人（雇用）が域内循環し、地域活性

化につながります。

地域マイクロ水力発電の検討

• 小さな河川等を活用した地域密着型のマイ

クロ水力発電設置の可能性を探ります。

安来市再生可能エネルギー地産地消ビジョン

安来市再生可能エネルギー地産地消ビジョン
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